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一
つ
、
ひ
と
つ
、
未
来
へ

　
輝
か
し
い
新
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
様
に
は
、健
や
か
な
日
々
を
お

過
ご
し
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
、市
政
運
営
に

対
し
ま
し
て
、温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜た

ま
わ

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、米

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
相
互
関
税
発
動

や
コ
メ
価
格
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
記
録

的
な
猛
暑
や
相
次
ぐ
地
震
・
大
規
模
火

災
、
豪
雨
、ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
多

発
な
ど
社
会
情
勢
の
変
動
を
実
感
す
る

一
年
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、４
月

か
ら
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、

１
６
０
の
国
と
地
域
が
繋
が
り
、「
世
界

は
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、一
つ
」と
い
う

共
生
の
価
値
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、戦
後
80
年
、そ
し

て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
い

う
節
目
の
年
で
も
あ
り
、平
和
の
尊
さ
、

命
の
重
み
、そ
し
て
災
害
へ
の
備
え
の
重

要
性
を
改
め
て
胸
に
刻
む
一
年
で
し
た
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
社
会
情

勢
へ
の
対
応
を
し
っ
か
り
と
図
り
つ
つ
、

暮
ら
し
を
下
支
え
す
る
物
価
高
騰
対

策
を
は
じ
め
、こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
や
防

災
・
減
災
、防
犯
対
策
の
強
化
、さ
ら
に

は
金
剛
地
区
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

加
え
、
富
田
林
寺
内
町
な
ど
の
歴
史
・

文
化
資
産
や
地
域
農
・
商
・
工
業
の
強

み
を
生
か
し
た
賑に

ぎ

わ
い
と
活
気
を
生
む

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
富
田
林
の
人
と
地
域
が
持
つ
価
値
と

可
能
性
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、そ
れ

ら
を
支
え
、新
た
な
価
値
を
生
み
だ
し
て

い
く
こ
と
で
、富
田
林
だ
か
ら
実
現
で
き

る
豊
か
な
未
来
を
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
創
造
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、実
り
多
く
、希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

富
田
林
市
長
　
吉
村 

善
美
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意見などの募集期間
１月５日㈪～２月６日㈮（消印有効）

素案の閲覧方法
１月５日㈪～　市役所２階都市魅力課および各課、金剛連絡所、中央・金剛・東公民館、中央図書館、T

と ん ぱ る

ONPAL（多
文化共生・人権プラザ）、T

ト ピ ッ ク

opic、すばるホール、レインボーホール（市民会館）、総合福祉会館、けあぱる、か
がりの郷、保健センター、市民総合体育館、総合スポーツ公園、きらめきファクトリーで閲覧
※市ウェブサイト（各パブリックコメントのページ）からもご覧いただけます。

意見の提出方法
募集期間内に、住所、氏名、電話番号、ご意見を記入し、はがき、封書、ファクス、メールで各課へ
※市ウェブサイト（各パブリックコメントのページ）応募フォームからも提出いただけます。
※直接持参も可。電話での受け付けはできません。なお、提出されたご意見は反映できるよう検討させていただ
きますが、個別に回答できませんので、ご了承ください。

パブリックコメントを実施
①市地域防災計画（素案）

　同計画は、「災害対策基本法」に基づき、市域に
おける災害予防や応急対策、復旧・復興に関して市
や防災関係機関などが行うべき業務などについて示
した、防災活動に関する総合的な計画です。
　令和６年能登半島地震など、近年全国で発生して
いる大規模災害の教訓などの反映、関連法令の改正
や国・府の防災計画との整合を図り、令和元年度（南
海トラフ地震防災対策推進計画は令和３年度）に改
訂した同計画を改訂する素案をまとめました。
問危機管理室〔〒584-8511常盤町１の１・内線9503・
FAX（25）9980・ kikikanri@city.tondabayashi.lg.jp〕
※持参の場合は富田林消防署５階（甲田一丁目７の１）。

②市こども計画（素案）

　令和５年施行の「こども基本法」において、「市
町村こども計画」の策定が努力義務化されたことに
伴い、本市においても同計画を策定します。
　同計画は、令和６年度に策定した「第３期富田林
市子ども・子育て支援事業計画」を再編し、若者計
画や少子化対策の要素を加えた、子ども・若者・子
育て支援についての総合的な計画です。
　「富田林市子ども・子育て会議」において同計画

（計画期間令和８～11年度）についての議論を重ね、
素案をまとめました。
問こども政策課〔〒584-8511常盤町１の１・内線202・
FAX（24）8976・ k-seisaku@city.tondabayashi.lg.jp〕

③市新型インフルエンザ等対策行動計画（素案）

　令和２年以降の新型コロナウイルス感染症による
感染症危機は、市民の生命や健康、経済、社会生活
をはじめとする生活の安定に大きな脅威をもたらし
ました。このような経験を踏まえ、国による行動計
画やガイドラインの改定、大阪府による行動計画の
改定がなされ、基本的な方針が示されました。
　本市においても、平成26年策定の同計画を見直
し、実施体制の構築、情報提供、保健・医療・ワク
チン接種、まん延防止、市民生活および地域経済の
安定の確保など、さまざまな項目について取り組み
を進めるため、改定の素案をまとめました。
問健康づくり推進課〔〒584-0082向陽台一丁目３ 
の35・☎（28）5520・FAX（29）7760・ kenkosuisi 
n@city.tondabayashi.lg.jp〕

④市スポーツ推進計画（素案）

　市民のスポーツに関する意識やスポーツ施設の利
用状況などから、スポーツを取り巻く現状を把握す
るとともに、課題や問題点を分析し、本市の実情に
即したスポーツに関する施策についての基本的な方
針や、効果的・効率的に推進するための具体的な方
策を示すため、素案をまとめました。
問生涯学習課〔〒584-0032常盤町16の11・☎（26）
8062・FAX（26）8064・ s-gaku@city.tondabaya 
shi.lg.jp〕
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